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第 ５ 号 

 

第１号では、算数・数学を指導していく上での重要なポイントを４つ挙げました。 

今回は、ポイント４「数学的に説明する活動の充実を図る」ことについて、掘り下げていきます。 

 
 
 

全国学力・学習状況調査の結果を見ると、「事実」「方法」「理由」の説明については引き続き課題

となっています。まずは、教師がこれら３つの説明の枠組みについてしっかりと理解し、授業の中

で意識しながら指導していくことが大切です。 

「事実」「方法」「理由」の説明については、次のとおりです。 

全国学力・学習状況調査の問題は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年

までに十分に身に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容が出題されていますので、

調査の対象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすること

ができます。それぞれの具体的な場面について、アイディア例をもとに確認していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和６年度全国学力・学習状況調査報告書 

中学校数学６アイディア例より」 

 

ポイント４ 数学的に説明する活動の充実を図る 

 

①「事実」の説明 

「○○は◇◇である。」 

「前提（○○）」とそれに

よって説明される「結論

（◇◇）」の両方を記述す

る。 

 

②「方法」の説明 

「～を用いて、…する。」 

「用いるもの（表・式・グ
ラフ）を明確にした上で、
その用い方（ｘとｙの関係
式に、ある値を代入して求
めるなど）を記述する。 

③「理由」の説明 

｢○○であるから､ 

△△である。｣ 

「根拠○○」と「成り立つ

事柄（△△）」の両方を記

述する。 

 

 

①「事実」の説明 

□に入る整数の和は、○に入れた整数の和の３倍になる。 

○に入れた整数の和は、□に入る整数の和の 1/3 倍になる。 

 
 

 

 

 

正三角形の場
合に考察した
過程や結果を
基に、正三角
形を正四面体
に変えた場合
に成り立つ事
柄について説
明させます。 

正方形、正五角形なら、
正四面体、立方体なら、
…と生徒が発展的に考え
るためには、授業におい
て教師が発展的に考える
ための視点をはじめに教
えることが必要です。 



 

「令和６年度全国学力・学習状況調査 

報告書中学校数学８⃣アイディア例より」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        「令和５年度全国学力・学習状況調査   

                 報告書小学校算数２⃣アイディア例より」 

●次の問題に挑戦させてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

③「理由」の説明 

三角形や平⾏四辺形の面積の公式に
ついての理解を深め、底辺の⻑さが
等しいとき、⾼さの具体的な⻑さが
分からなくても、⾼さが等しいと分
かれば三角形や平⾏四辺形の面積は
等しいと実感を伴って判断できるよ
うにすることが大切です。 

 

 

②「方法」の説明 

解決の方法を説明
する場面を授業に
意図的に位置付け
ることが大切で
す。その際には、
「用いるもの」を
明確にした上で
「その用い方」に
ついて説明させる
ようにします。 

問題 下の図は AD∥BCの台形です。 
この図形の中か 
ら、面積が等し 
い三角形の組を 
すべて見つけ、 
その理由を説明 
しなさい。（３ 
組ありますね） 

 

 


